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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本・韓国・台湾・中国の四地域の小学校国語教科書について、それぞ
れの地域における歴史的変遷も踏まえた上で、掲載されている児童文学作品について検討し、東アジア児童文学
史構築の基礎とするものである。
　四地域それぞれの地域の小学校国語教科書の実態を押さえた上で、いずれの地域の教材選択も、知識中心主義
的なものから、コンピテンシーベースなものへと方向性を切っており、それはいずれの地域もOECDモデルの影響
を受けていることが明らかになった。ただそのコンピテンシー（素養）の捉え方に差異があることも明らかにな
った。この点は、本研究を深める上で、今後とも検証していく必要がある。

研究成果の概要（英文）：This study examines elementary language textbooks in Japan, South Korea, 
Taiwan and China, taking into account the historical transition in each region, and examines the 
children's literature works included in them, in order to build a foundation for the history of 
children's literature in East Asia.
　After examining the actual situation of elementary language textbooks in each of the four regions,
 it was found that the selection of teaching materials in each of the four regions has shifted from 
a knowledge-centred approach to a competency-based approach, and that this is due to the influence 
of the OECD model in each of the four regions. However, it was also found that there are differences
 in how the competencies are perceived. This will be the subject of further research.

研究分野：日中比較児童文学

キーワード： 国語教科書　児童文学　中国　台湾　韓国　日本　比較児童文学　比較国語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究を通じて、東アジア地域の小学校国語教科書の実態が明らかになった。これまで、二国間を対象とした
研究はあったが、四地域を包括的に取り扱ったものは無かった。また、児童文学界の動きなどの相関性を踏まえ
ながらの分析となったこともまた本研究の新しさである。本研究を通じて、各地域の小学校の国語教科書がそれ
ぞれの地域の特色を反映しながら、グローバル社会の要求にいかに応えるかということについて模索していると
いうことが明らかになった。本研究の成果は、報告書の形にまとめられ、リポジトリとしても配信されており、
今後の東アジア児童文学或いは国語教育研究に大いに資するものとなることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

本課題研究においては、東アジア各地域で発行されている国語教科書に掲載されてい

る児童文学作品を調査し、その差異と共通点を明らかにすることによって、各地域にお

ける「児童文学」の有り様の違いを浮き彫りにし、「東アジア児童文学史」構築のため

の基礎とする。国語教科書を最初のフィールドとした理由は、小学校国語教科書に掲載

される児童文学作品が、各地域における児童文学の発展の過程を背景とし、それぞれの

時代の要請や歴史の進展に対応しながら、選択されているからである。また現在いずれ

の地域でも教育改革が進行し、新しい教科書が出版されている最中である。それぞれの

地域の国語教科書に掲載された児童文学作品を検証することによって、東アジア児童文

学史を構築し、従来の日本児童文学史に対する見直しを図る。 
 
２．研究の目的 

各地域の教科書の中に採択された「児童文学」作品は、各地域の学習指導要領等ナショナ

ルカリキュラムに準拠しながらも、それぞれの地域の児童文学の動向を強く反映しており、

いずれの地域においても多くの児童文学関係者がこれに関与している。ゆえに、東アジア各

地域における小学校国語教科書における児童文学の取り扱われ方についてとりまとめてい

くことは、東アジア児童文学史を構築していく上での基礎となる。本研究は、従来の児童文

学研究或いは国語教育研究の基盤に立ちながらも、各地域の中に留まるのではなく、東アジ

アという広い見地から検討するという点に新しさがある。それぞれの地域の小学校国語教

科書が時代の要請をいかに受け取り、形にしているかということを確認し、地域の差異を明

らかにすることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 

本研究を遂行するにあたっては、日本・韓国・中国・台湾、四つの地域の児童文学研究を

専門とする者がそれぞれに各地域の小学校国語教科書を取り上げ、共通の観点を挙げなが

らそれぞれに分析し、各地域の国語教科書の特徴について明らかにしていく。研究メンバー

の役割及び担当地域は下記の通りである。 

研究代表・台湾：成實朋子（大阪教育大学） 

研究メンバー・日本：西山利佳（青山学院大学） 

研究メンバー・韓国：大竹聖美（東京純心大学） 

研究メンバー・中国：浅野法子（大阪成蹊短期大学） 

研究助言：佐藤宗子（千葉大学名誉教授） 
 
４．研究成果 

本研究の目的は、「東アジア児童文学史」構築のための基盤づくりのために、東アジ

ア四地域の小学校国語教科書に掲載された児童文学作品について調査し、まずはこれ

をまとめることである。そのため、研究メンバーはそれぞれに各地域の国語教科書並

びに関連図書を入手した上で、資料整理をすることから研究を始めた。そのうえで、

毎年調査する項目を定め、それぞれの地域の教材を整理し、ミーティングを通じて討

議を行った上で、その成果をまとめた。研究期間がコロナ禍にあったため、参加を予

定していた国際大会が延期されたり、予定していた海外・国内への調査に赴くことが

出来なかったり等研究計画は幾度も変更を余儀なくされたが、ひとまず研究メンバー



は、必要な資料を入手し、調査を行い、研究を遂行することができた。 

研究成果は、国際大会やメンバーの所属する学会等で発表を重ねながら、適宜公開

していった。まず 2020 年度にオンラインの形で実施されたアジア児童文学大会（大邱）

において、研究代表である成實が本件について口頭発表を行った。その上で、毎年秋季に

行われる日本児童文学学会において、研究メンバー全員で口頭発表を行い、それぞれ

の研究成果を共有するとともに、学会参加者からの意見を仰ぎ、研究を深めた。 

以下にあげるのは、2020 年から 2022 年にかけて、日本児童文学学会ラウンドテーブルに

おいて行った研究発表である。 

2020 年 第 59 回大会（於東京純心大学・オンライン） 

「東アジアにおける国語教科書と児童文学―東アジア児童文学史の構築をめざして―」 

2021 年 第 60 回大会（於大阪府立中央図書館） 

「東アジアの小学校国語教科書における翻訳児童文学―日中韓台の比較から―」 

2022 年 第 61 回大会（於宮城教育大学） 

「東アジアの小学校国語教科書における児童文学を考える―伝統的言語文化に関する教

材を中心に」 

以上のように、初年度はそれぞれの地域の児童文学作品に、二年目は翻訳作品に、三年

目は昔話等伝承文学や古典にフォーカスしながら研究を行った。四年目はその調査結果に

ついてすべて報告書としてまとめ、公刊するとともに、論文については、東京純心大学のリポ

ジトリを通じて公表した。 

本研究を通じて、東アジア地域の小学校国語教科書の実態が明らかになったことが最大

の成果である。報告書には、各地域の国語教科書の掲載作品が全て分類されリストアップ

されていて、それぞれの地域の特性が分かるようになっている。これまで、二国間を対象

とした同種の研究はあったが、四地域を包括的に取り扱ったものは無く、また同一の研究

項目をたてて行った研究は無かった。報告書にまとめられた資料は、今後比較国語教育研

究・比較児童文学研究を行っていく上での基礎資料となり得るものである。 

その基礎資料を検討する中から、現段階で明らかになったことは幾つもある。例えば、

一年目の児童文学作品の検討からは、それぞれの地域の教科書の中に描かれた「郷土」の

在り方の違いが明らかになった。例えば台湾では外国にルーツを持つ子どもが登場する話

が少なからず選ばれており、自国の課題が鮮明である。 

二年目の翻訳作品の検討からは、いずれの地域においても、グローバル社会が進展する

中で、「海外」と自国の文化をいかに切り結ぼうとしているのかということが意識されて

いることが明らかになった。その上で、三年目の伝統的言語文化の教材の検討からは、選

ばれた民話や古典の教材の選定に明らかな違いがあり、それぞれの地域において育むべき

とされている「教養」の在り方の差異が明らかになった。 

全体に共通しているのは、いずれの地域の教材選択も、知識中心主義的なものから、コ

ンピテンシーベースなものへと方向性を切っているということである。これはむろん、い

ずれの地域も OECD モデルの影響を受けているということであり、総体的に活用型の学力

の育成が最優先に考えられているということである。しかしただ活用的であるということ

を求めているということにおいては共通点があるものの、そのコンピテンシー（素養）の

捉え方には明らかに差異があった。その点については、今後更に検討が必要である。 

本研究を通じて、各地域の小学校の国語教科書がそれぞれの地域の特色を反映しなが

ら、グローバル社会の要求にいかに応えるかということについて模索しているということ



が分かった。本研究の成果は、今後の東アジア児童文学或いは国語教育研究に大いに資す

るものとなることが期待される。 
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